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河野家文書(山口市)97「種籾記其外」 

 嘉永５年(1852)～明治18年(1885)

の間、その年に作付けした種籾を記し

ている。また秋の収穫の記載もある。 

 当該資料は表紙を欠くが、【２】に

載せた「年々秋作控帳」と記載内容は

同じ。 

 【１】種籾記其外  
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  【２】年々秋作控帳  

河野家文書(山口市)98「年々秋作控帳」(左)と 

同99「年々秋作控帳」 

 左は明治20年(1887)～同27年(1994)、右は

明治33年(1900)～同39年(1906)の種籾の記載

がある。 

  なお、左の資料は明治19年の収穫から記載が

始まっている。そのため、同年の作付けした稲

の品種を知ることができる。 
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都の作付け（「種籾記其外」河野家97 ） 

 河野家では、明治10年(1877)に初めて、都を作付けした。 

 
請求番号 

【３】都の作付け 
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穀良都の登場  

 明治34年(1901)の種籾覚(「年々秋作控帳」 

河野家99)。 

 国良と記しているが、穀良のつもりであろ

う。穀良都と光明錦は、小鯖の伊藤音市が開発

したもの。 

 【４】穀良都の作付け  


